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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第３四半期 111,700 11.1 8,667 56.4 8,857 51.9 6,168 69.7 

26年３月期第３四半期 100,582 11.0 5,541 299.2 5,830 282.5 3,635 － 
 
（注）包括利益 27年３月期第３四半期 9,820 百万円 （44.7％）   26年３月期第３四半期 6,788 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第３四半期 60.03 － 

26年３月期第３四半期 35.37 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第３四半期 178,904 85,079 47.5 826.52 

26年３月期 188,083 91,101 45.8 838.62 
 
（参考）自己資本 27年３月期第３四半期 84,911 百万円   26年３月期 86,171 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 6.00 － 22.00 28.00 

27年３月期 － 6.00 －    

27年３月期（予想）       14.00 20.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 180,000 7.5 18,000 6.0 18,000 3.5 13,500 △11.9 131.41 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）四半期連結財務諸表の作

成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の

見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期３Ｑ 105,221,259 株 26年３月期 105,221,259 株 

②  期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 2,487,513 株 26年３月期 2,467,726 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 102,745,662 株 26年３月期３Ｑ 102,776,271 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 

（四半期決算補足説明資料の入手方法について） 

四半期決算補足説明資料はTDnetで同日開示しています。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間の当社グループを取り巻く事業環境は、先進国における緩やかな景気回復は継続した

ものの、新興国における景気動向は斑模様の状況にあり、世界経済全体としては不透明な状況が継続しました。国

内経済においては、政府による経済対策により景気回復基調は継続しました。

 このような状況の中で、当社グループの経営成績は、受注高は120,849百万円（前年同期比15.1%減）、売上高は

111,700百万円（前年同期比11.1%増）、営業利益は8,667百万円（前年同期比56.4%増）、経常利益は8,857百万円

（前年同期比51.9%増）、四半期純利益は6,168百万円（前年同期比69.7%増）となりました。

 当第３四半期連結累計期間のセグメント別営業状況は次のとおりです。

【映像・無線ネットワーク】

 映像・無線ネットワーク部門（無線通信システム、情報処理システム、放送システム、監視システム・画像処理

等）では、主として公共事業分野における堅調な需要が継続する中、拡販プロジェクト等による受注の確保・拡大

のための施策を推進した結果、売上高は55,617百万円となり、前年同期に比べ3,441百万円（6.6%）増加しまし

た。売上高の増加により、営業損益は361百万円の営業損失となり、前年同期に比べ改善しました（前年同期は同

776百万円）。

【エコ・薄膜プロセス】 

 エコ・薄膜プロセス部門（半導体製造装置等）では、売上高は、半導体メーカーによる前期までの活発な設備投

資を背景とした受注が好調であったことに加え、当第３四半期連結会計期間において半導体メーカーによる積極的

な設備投資の動きが見られたことから55,549百万円となり、前年同期に比べ7,811百万円（16.4%）増加しました。

売上高の増加により、営業利益は9,112百万円となり、前年同期に比べ2,437百万円（36.5%）増加しました。

【その他】 

 その他の部門では、売上高は534百万円となり、前年同期に比べ134百万円（20.1%）減少し、営業利益も108百万

円となり、前年同期に比べ137百万円（55.9%）減少しました。

 

（２）財政状態に関する説明

①  資産、負債及び純資産の状況

  当第3四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて9,179百万円減少し、178,904百万円となり

ました。流動資産は10,610百万円減少し、147,198百万円となりました。固定資産は1,431百万円増加し、31,706百

万円となりました。

  当第3四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて3,157百万円減少し、93,825百万円となりまし

た。流動負債は2,666百万円減少し、65,880百万円となりました。固定負債は491百万円減少し、27,945百万円とな

りました。

  当第3四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて6,022百万円減少して85,079百万円となり、

自己資本比率は47.5％となりました。

②  キャッシュ・フローの状況

  当第3四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は44,269百万円となり、

前連結会計年度末より12,878百万円の減少となりました。

  当第3四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果、資金は6,151百万円の増加となりました。これは主に、売上債権の減少15,963百万円、税金等

調整前四半期純利益8,146百万円等による資金の増加が、たな卸資産の増加11,186百万円、仕入債務の減少3,987百

万円、その他の流動資産の増加2,538百万円等による資金の減少を上回った結果によるものです（前年同期は4,562

百万円の増加）。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果、資金は5,570百万円の減少となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出2,193百

万円、定期預金の預入による支出2,110百万円、長期貸付けによる支出1,886百万円等によるものです（前年同期は

6,358百万円の減少）。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果、資金は15,611百万円の減少となりました。これは主に、連結の範囲の変更を伴わない子会社株

式の取得による支出12,420百万円、配当金の支払3,354百万円によるものです（前年同期は1,970百万円の減少）。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績予想に関しましては、概ね前回発表予想（平成26年10月23日公表）のとおり推移する見通しですが、

当第３四半期連結累計期間の業績及び現時点の経済環境や需要動向を踏まえ、以下のとおり修正いたしました。

 

平成27年３月期通期連結業績予想値の修正（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり 
当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 172,000 16,000 16,000 12,000 116 80

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 180,000 18,000 18,000 13,500 131 41

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 8,000 2,000 2,000 1,500 －  

増 減 率 （ ％ ） 4.7 12.5 12.5 12.5 －  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績

（ 平 成 2 6 年 ３ 月 期 ）
167,365 16,976 17,394 15,326 149 13

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等が平成26年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴

い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等（ただし、連結会計基準第39項に掲げられた定めを除く。）

を適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとと

もに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連

結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直し

を企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 この結果、当第３四半期連結会計期間末の資本剰余金が7,744百万円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,807 15,076 

グループ内預入金 42,812 30,948 

受取手形及び売掛金 53,855 38,853 

電子記録債権 1,102 925 

商品及び製品 17,966 19,653 

仕掛品 10,596 19,377 

原材料及び貯蔵品 6,250 7,659 

繰延税金資産 6,973 7,288 

その他 3,660 7,677 

貸倒引当金 △213 △258 

流動資産合計 157,808 147,198 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 13,662 13,426 

機械装置及び運搬具（純額） 3,623 3,584 

土地 4,874 4,508 

建設仮勘定 421 191 

その他（純額） 1,684 1,824 

有形固定資産合計 24,264 23,533 

無形固定資産    

のれん 341 194 

その他 998 915 

無形固定資産合計 1,339 1,109 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,533 1,669 

長期貸付金 66 2,075 

繰延税金資産 1,020 1,079 

その他 2,424 2,535 

貸倒引当金 △371 △294 

投資その他の資産合計 4,672 7,064 

固定資産合計 30,275 31,706 

資産合計 188,083 178,904 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 40,213 37,399 

短期借入金 424 599 

未払法人税等 1,276 817 

未払費用 9,604 8,976 

前受金 10,673 12,926 

製品保証引当金 1,501 1,407 

工事損失引当金 51 111 

その他 4,804 3,645 

流動負債合計 68,546 65,880 

固定負債    

長期借入金 111 126 

役員退職慰労引当金 98 111 

退職給付に係る負債 27,589 26,448 

繰延税金負債 349 920 

資産除去債務 66 94 

その他 223 246 

固定負債合計 28,436 27,945 

負債合計 96,982 93,825 

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,058 10,058 

資本剰余金 26,202 18,459 

利益剰余金 57,867 61,158 

自己株式 △2,661 △2,692 

株主資本合計 91,466 86,983 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 254 362 

為替換算調整勘定 373 2,990 

退職給付に係る調整累計額 △5,922 △5,424 

その他の包括利益累計額合計 △5,295 △2,072 

少数株主持分 4,930 168 

純資産合計 91,101 85,079 

負債純資産合計 188,083 178,904 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 100,582 111,700 

売上原価 71,235 78,713 

売上総利益 29,347 32,987 

販売費及び一般管理費 23,806 24,320 

営業利益 5,541 8,667 

営業外収益    

受取利息 192 208 

受取配当金 69 68 

投資有価証券売却益 163 7 

為替差益 159 － 

その他 269 190 

営業外収益合計 852 473 

営業外費用    

支払利息 14 11 

固定資産処分損 126 47 

為替差損 － 75 

持分法による投資損失 － 20 

遊休資産維持管理費用 66 50 

その他 357 80 

営業外費用合計 563 283 

経常利益 5,830 8,857 

特別損失    

事業構造改善費用 662 － 

減損損失 240 535 

固定資産売却損 － 176 

特別損失合計 902 711 

税金等調整前四半期純利益 4,928 8,146 

法人税等 1,159 1,913 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,769 6,233 

少数株主利益 134 65 

四半期純利益 3,635 6,168 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,769 6,233 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 113 108 

為替換算調整勘定 2,361 2,936 

退職給付に係る調整額 545 507 

持分法適用会社に対する持分相当額 － 36 

その他の包括利益合計 3,019 3,587 

四半期包括利益 6,788 9,820 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,870 9,391 

少数株主に係る四半期包括利益 918 429 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 4,928 8,146 

減価償却費 2,399 2,502 

減損損失 240 535 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 84 △38 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △616 △689 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △20 13 

製品保証引当金の増減額（△は減少） △90 △95 

工事損失引当金の増減額（△は減少） △13 60 

受取利息及び受取配当金 △261 △276 

支払利息 14 11 

固定資産処分損益（△は益） 126 47 

固定資産売却損益（△は益） △21 129 

売上債権の増減額（△は増加） 5,323 15,963 

たな卸資産の増減額（△は増加） △16,269 △11,186 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △105 △2,538 

仕入債務の増減額（△は減少） 9,015 △3,987 

未払消費税等の増減額（△は減少） △932 △1,307 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 3,324 396 

その他 521 406 

小計 7,647 8,092 

利息及び配当金の受取額 261 267 

利息の支払額 △16 △10 

法人税等の支払額 △1,603 △2,224 

法人税等の還付額 62 26 

特別退職金の支払額 △1,789 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,562 6,151 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △3,592 △2,110 

定期預金の払戻による収入 1,336 927 

関係会社出資金の払込による支出 － △208 

投資有価証券の売却による収入 313 8 

有形固定資産の取得による支出 △3,863 △2,193 

有形固定資産の売却による収入 64 190 

無形固定資産の取得による支出 △311 △246 

短期貸付金の増減額（△は増加） △538 22 

長期貸付けによる支出 △26 △1,886 

長期貸付金の回収による収入 22 13 

投資その他の資産の増減額（△は増加） 237 △11 

長期前払費用の取得による支出 － △78 

その他 0 2 

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,358 △5,570 
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    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 － 77 

長期借入金の返済による支出 △8 △26 

短期借入金の増減額（△は減少） △105 143 

配当金の支払額 △1,640 △2,871 

少数株主への配当金の支払額 △173 △483 

自己株式の増減額（△は増加） △38 △30 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
－ △12,420 

その他 △6 △1 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,970 △15,611 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,279 2,152 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,487 △12,878 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 259 － 

現金及び現金同等物の期首残高 47,154 57,147 

現金及び現金同等物の四半期末残高 44,926 44,269 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成26年10月30日の決定に基づき、当社の連結子会社であるKokusai Electric Korea Co., Ltd.の株式

の追加取得を行いました。この結果、当第３四半期連結会計期間末の資本剰余金が7,744百万円減少しておりま

す。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

 
映像・無線 
ネットワーク 

エコ・薄膜 
プロセス 

その他 
（注）１ 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 

売上高          

外部顧客への売上高 52,176 47,738 668 － 100,582 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － 3,514 △3,514 － 

計 52,176 47,738 4,182 △3,514 100,582 

セグメント利益又は損失（△） △776 6,675 245 △603 5,541 

(注）１．その他には、施設管理サービス、印刷業及び人材派遣業等を含んでおります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△603百万円は、販売費及び一般管理費の配賦差異等△30百万円、未実

現損益調整額△307百万円（エコ・薄膜プロセスのセグメント利益から控除した未実現損益調整額

△553百万円を除く）、取得原価配分額の償却額△338百万円、その他72百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 映像・無線ネットワークセグメントにおいて、羽村工場の土地の売買契約締結に伴う処分予定資産の帳簿

価額を回収可能価額まで減額しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間に

おいて240百万円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

 
映像・無線 
ネットワーク 

エコ・薄膜 
プロセス 

その他 
（注）１ 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 

売上高          

外部顧客への売上高 55,617 55,549 534 － 111,700 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － 2,508 △2,508 － 

計 55,617 55,549 3,042 △2,508 111,700 

セグメント利益又は損失（△） △361 9,112 108 △192 8,667 

(注）１．その他には、施設管理サービス、印刷業及び人材派遣業等を含んでおります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△192百万円は、販売費及び一般管理費の配賦差異等△330百万円、未

実現損益調整額46百万円（エコ・薄膜プロセスのセグメント利益から控除した未実現損益調整額

△864百万円を除く）、その他92百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 映像・無線ネットワークセグメントにおいて、遊休資産となった社員寮の帳簿価額を回収可能価額まで減

額しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において535百万円でありま

す。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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